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Ⅰ．はじめに
1. ファッションデザイン画について
　ファッションデザイン画は、服飾のデザインやファッ
ションのイメージ等を伝達するために絵に表したもの
で、被服製作に原点を見いだすことができ、被服製作に
関連した目的で描かれる絵である 1）。ファッションデザ
イン画は服を着た人物画である「デザイン画」と、服の
みを平面的に描いた画である「アイテム画」がある。
　「デザイン画」にも 2 通りあり、一つはデザインイ
メージやコンセプトを象徴的に伝えるためのマップ、カ
タログ、といった広報・プレゼンテーション用の画であ
る。もう一つは、種々のアパレル ・メーカーや個人の
デザイナーが被服制作、生産のために設計図として使用
するための画である。2）前者は、ブランドやデザイナー
が意図するテーマやイメージが感じ取れるということが
必要である。一方、後者は服の構造、素材感や色などの
情報から、人物に着装した状態で読み取ることができ、
またアイテム（服）の組み合わせや着こなし、服を着た
時のボリューム感や着丈といった全体のバランスが一目
で分かり、ヘアメイクやアクセサリーに至るまでのコー

ディネートが提案できる画であることが必要である。本
論文では、後者に当たる画について論じる。
　「アイテム画」は服のみを平面的に描いた絵のことで、
基本的にアイテム（個々の服）を正面、背面などから見
た状態の構造やディテールを、製図的な線画に表した画
である。アパレルメーカーの縫製仕様書や、ショップの
カタログ、商品リスト等に広く活用されている。パター
ンや縫製など、生産の現場担当者がアイテム画に描かれ
た情報を読み取るため、規格寸法、素材、縫製方法など
の詳細で正確な情報を提供する画であることが求められ
る。

2. 透けるテキスタイルについて
　デザイン画の制作行程の 3 ステップは、1. 服を着る人
体を描く「ボディ」、2. 人が服を着た状態を描く「着
装」、3. テキスタイルの色や素材感、柄などのデザイン
情報を表現する「着色」である。このうち着色は、テキ
スタイルそのものの表現はもとより、人がそのテキスタ
イルを服として着た時の見え方も重要である。私たちは
日常服を着る際、一つのアイテムを着て済ませることは
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要旨
　ファッションデザイン画の制作行程における着色は、テキスタイルが近年多様に変化し、ディテールが複雑化
しているため、デザイン画指導においてもその表現が重要になってきている。特に透けるテキスタイルは、多く
のデザイナーが取り入れ、学生がデザインする機会も増加しており、初心者にも分かる指導法が求められている。
そこで、美大生と違って絵をほとんど描いた経験がないファッションを学ぶ学生へ向け、デザイン画制作におけ
る透けるテキスタイル表現の教材開発を目的とした表現方法を検討した。検討を通じて、透けるテキスタイルの
重ね着による見え方をデザイン画として制作するためには、下地の透け方をよく観察し、その特徴を的確に捉え
るために、見たままを描写するのではなく、デザイン的な特徴を視覚化して伝達力を高めていくこと、又それを
いかに身近にある画材で表現するかが重要であるという結論に至った。表現方法を検討した結果得られた手法は、
コラボレ−ション授業「ファッションイラストレーション 2015」内における着色技法の講義において有効に活
用することができた。
●キーワード：�ファッションデザイン画 (fashion design drawing)／透けるテキスタイル (transparent fabrics)／
　　　　　　　重ね着 (layer)



24 文化学園大学紀要　第47集

少なく、複数のアイテムを組み合わせ、重ね着している
が、透けるテキスタイルはコーディネートを効果的に見
せる非常に便利なアイテムと言える。
　透けるテキスタイルで仕立てられたアイテムは、多くのブ
ランドで目にするようになった。例えば、時代をリードする
ブランド「シャネル」において 2010 年から 2015 年プレタ
ポルテコレクションの 5 年間を見ても、春夏コレクションで
40％、秋冬コレクションで 28％、年間平均 34％ものスタ
イルの中で取り入れられていた 10）。（図 1, 表 1）
　透けるテキスタイルは、ボイル、ローン、オーガンジー、
タフタ、クレープジョーゼット、シースルー、ガーゼ、シ
フォン、レースなど種類はさまざまある。視覚的な特徴は、
それ自体が単独で見える部分と、肌や重ね着したアイテ
ムが透けて見える部分があり、その重なり方によって幾
通りもの見え方のバリエーションが楽しめることである。
　授業においても、学生から重ね着によって透けるテキ
スタイルが重なった場合の描き方についての質問がよく
あるが、今まで学生の目の前に提示できるサンプルが多
くなかった。そこで本論では、絵を学んだ経験のない学
生がファッションデザイン画の制作に取り組む際の補助
となる、透けるテキスタイルの特徴を表した生地見本の
模写や、重ね着された着装画の見本、描き方を解説した
教材開発を目的として、デザイン情報を明確に伝達する

というファッションデザイン画の目的に適う表現方法を
検討する。

Ⅱ．研究方法
　2 枚のスカートを重ねてモデルに着装した状態を撮影
し、透けるテキスタイルが重なって見える状態を観察
し、写実的な描き方を踏まえた上で、デザイン画として
アレンジした画を制作して比較、考察する。次にアイテ
ム画制作において、画材の違いによる素材感表現につい
て比較検討する。その結果得られた手法を実際の講義に
おいて実践し、受講生の評価を得る。

1. 使用するアイテムについて
　下に着装するアイテムはブロードスカート（以降、下
スカートとする）で、やや張りのある薄手のブロードで
ある。形は A ラインで、着丈はオーバーニーレングス
である。ウエストゴムで絞られ、そこから大小のギャ
ザーが発生している。
　上に重ねて着装するアイテムは、透けるテキスタイル
の表現方法の基本が学べるチュールレーススカート（以
降、上スカートとする）とする。チュールレースは、ナ
イロン・ポリエステルの糸が絡み合って網目状に編まれ
たテキスタイルである。スカートの形は下スカート同様
の A ラインのミモレレングスで、下スカートより丈長
である。スカラップは植物を単純化したモチーフ、その
上部にはドット状に刺繍が配されている。編地の上から
縫いとられているため、その部分が濃くなって見える。
機械で刺繍されたものであるが、3 種類のステッチが用
いられ、スカラップ、植物柄、ドット柄の刺繍、いずれ
も規則性をもって配置されていることが確認された。ウ
エストゴムで絞られたところから発生しているギャザー
の線は、テキスタイルが重なり、濃くなって見える。
　2 枚のスカートのデザインと素材感を明確にするた
め、下スカートと上スカート各１枚ずつと、下スカート
に上スカートを重ねた状態について、それぞれ平置きと
トワルに着装した状態、さらに 2 枚のスカートを重ねて
モデルに着装した状態で写真撮影する。

表1　シャネルコレクションにおける透けるテキスタイル使用体数
シーズン 10SS 10AW 11SS 11AW 12SS 12AW 13SS 13AW 14SS 14AW 15SS 15AW 合　計
使用体数 23 17 30 18 15 17 38 24 27 11 29 27 274
全体数 66 63 66 69 62 65 68 68 64 70 72 67 798
比率（%） 35 26 45 26 25 26 53 35 42 15 40 40   34

図1　シャネルコレクションの透けるテキスタイル使用例 10）
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2. 制作に使用する画材について
　本論文では、ファッションデザイン画の基礎を学ぶ授
業である「ファッションデザイン画Ⅰ」および「ファッ
ションデザイン画Ⅱ」のカリキュラムにおいて検討し、
現在使用しているものを中心に、以下の画材を使用する
ものとする。
①�不透明水彩絵の具（HOLBEIN ARTISTS’ GOUACHE）：

水で希釈して濃度調節し、筆を使用して塗る。広い面
の表現に適する。

②�色鉛筆（KARISMA COLOR）：線表現に適する。寝
かせて塗る面積を広げると面表現も可能である。

③�パステル（NOUVEL CARRÉ PASTEL）：乾燥した
顔料を粉末状にして粘着材で固めた画材で、指先や綿
棒などで擦ると面表現が可能になる。

④�ドローイングペン（PILOT / NOUVEL　0.3㎜, 0.1㎜, 
0.05㎜　※単位はペン軸の直径）：インクの染みこん
だペン軸で描く画材で、線の表現に適する。ペン軸の
太さはさまざまある。

3. 研究のプロセスについて
3.1　写実的なモデル着装表現
　デザイン画の表現方法の特徴を明確にするため、まず
写実的な表現方法を検討する。
　2 枚のスカートを重ね着したモデルの着装写真の観察
をし、まず実物通りのボディバランスで写実的に表現し
た画を制作する。
　描き方としては、まず鉛筆で全体のシルエットをとら
えて下描きする。次に絵の具で対象物の色を作り、何度
も同系色の色を重ねながら陰影を加えていく。

3.2　デザイン画としてアレンジしたモデル着装表現
　デザインが明確に伝わることを目的として、写実的な
表現では重要視されなかった構造線や素材感等、デザイ
ンポイントを抽出し、それを明確な線と面を用いて表現
していく。

3.2.1　線画・ペン入れ
　ボディバランスは、実物よりも服のコーディネートや
スタイリングといったデザイン情報が伝わりやすい、8
頭身のプロポーションに変換して描く。
　写実表現では描かれなかった輪郭線は、デザイン画で
は重要なデザイン情報として描き起していく。

3.2.2　着色表現
　デザイン画における着色表現では、色彩情報のみなら
ず、写実表現では陰影で隠れていたテキスタイルの素材
感や柄などのデザイン情報も表現していく。

3.2.3　テキスタイル表現
　テキスタイルはアイテムの重要なデザイン情報として、
写真では影になって見えない部分に至るまで、描き起し
ていく必要がある。また、テキスタイルの素材感や柄に
関しては、その特徴を簡潔に分かりやすくするため、情
報を取捨選択して描写する。例えば、フレアやプリーツ、
ドレープ、ギャザーなどの影響で柄などがよれたり、部
分的にしか見えない場合、デザイン画では柄や素材の持
つ規則的な連続性を伝達することが重要なため、パター
ンを崩さずに表現していく。

3.3　アイテム画の表現
　アイテム画は、アイテムの構造や着丈、ボリューム感
といったデザインポイントを設計図的に伝達することが
目的である。輪郭線や構造線を明確に描き起すペン入れ
作業が重要になる。着色する場合も、陰影がつかずフラ
ットに仕上がり、アイテム情報が簡潔に伝わる画となる。
　方法としては、下スカート、上スカートの順にアイテ
ム画制作を行い、上スカートについては画材の違いによ
る素材感表現の比較検討を行う。

3.4　下地塗り用画材のアレンジについて
　次に学生が取り組みやすく、短時間でチュールレース
のテキスタイル表現が修得できる方法の考案を目指して、
下スカートの水彩絵の具のグレーの下地塗りの上に重ね
着する、チュールレースの下地塗り用画材を、水彩絵の
具、パステル、色鉛筆の 3 種類で試したサンプル制作を
行う。手順は以下の通りである。

（1）水彩絵の具による下地塗り
　　混色した紺色で薄塗りする。

（2）パステルによる下地塗り
　�　パステルはハードタイプを使用し、横に寝かせて均

一に塗布した後、指先や綿棒でこすって定着させる。
（3）色鉛筆による下地塗り
　�　色鉛筆は、筆圧をなるべく弱く、寝かせた状態で均

一に全面を塗る。
（4）（1）〜（3）の結果を踏まえ、学生指導におけるチュール

レースの下地塗り用画材のアレンジ方法の検討をする。
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Ⅲ．表現方法の検討
1. 写実的なモデル着装表現
　絵の具の濃淡のみで見えたままを描くには、対象の境
界となる部分に輪郭線を用いず、隣り合う物体の持つ色
のグラデーションが作り出す面を境界として表現する。
　陰影色の濃度差をつけて着色することにより、立体感、
遠近感が表現され写真に近い描写が可能となった。これ
は美術的な描画法であり、観察眼と熟練した技術が必要
となるため、初心者の学生にとっては表現方法が難しい。
黒くつぶれている部分もそのままに描かれるため、濃淡
による味わいは出たものの、この画をもとに被服製作を
行うには、デザイン上の情報量が少なく、構造が不明瞭
な画になった。（図 2）

2. デザイン画としてアレンジしたモデル着装表現
2.1　線画・ペン入れ
　下スカートの手前に見える裾線は薄手のためドローイ
ングペン 0.3㎜で描き、後ろに透けて見える上スカート
の裾線は紺色の色鉛筆を使用して描く。色鉛筆はドロー
イングペンよりも淡い線であるため、透けて弱く見える
裾線が、弧を描いて奥へ向かって遠ざかり見えなくなる
様子を表現するのに適している。同様に、チュールレー
スに透けて見える脚の輪郭線も紺色の色鉛筆で描くこと
により、脚がかすかにチュールレースを通して見える様
子を表現し、脚そのものの明確な輪郭線であるドローイ
ングペン 0.3㎜との差を出した。

2.2　着色表現
2.2.1　下地塗り
　まず肌の色やアイテムのベースとなる色を、水彩絵の
具の統一した濃度で塗る下地塗りを行う。この表現は複
雑な濃度調節を必要としないため、初心者もしやすい技
法である。
　アイテムの質感にふさわしい色調を得るため、下地の
色の調合をしていくが、デザイン画では水彩絵の具のシ
アン（C: 青緑）、マゼンタ（M: 赤紫）、イエロー（Y: 黄）、
ホワイト（白）、ブラック（K: 黒）の 5 色を調合すること
によって作り出す。シアン、マゼンタ、イエロー、ブ
ラックの 4 色はプリンターに使用されているインクの色
であり、これに紙の白色がプラスされることによってあ
らゆる印刷物が製作されているように、5 色の水彩絵の
具を調合することによって、様々なアイテムの色を作り
出すことが可能である。
　水彩絵の具は絵の具に混合する水分量の加減によって
濃度調節が可能となる。肌色や髪の毛の明るいベースの
色、薄地のテキスタイルの下地塗りには、絵の具 10%
に対して水 90% の割合で混合する着色技法（以降、薄
塗りとする。）が適する。この技法は水を多量に混合す
るため下の色が透けて見え、瑞々しい透明感のある質感
に仕上がる。
　反対に厚地や濃い色、ビビットな原色のアイテムなど
を着色する場合は、絵の具 50% に対して水 50% の割合
で混合する着色方法（以降、厚塗りとする。）が適する。

図2　モデル着装写真（左）と写実的なモデル着装表現（右）
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厚塗りは水が少ないため、下が透けない濃度となり、
マットで重厚な仕上がりになる。
　厚塗りの場合、下に描かれていた線が隠れてしまうた
め、再度線の描き起しを行う。ドローイングペンでの描
き起しは、絵の具の上にのったインクがにじんで太くな
るため、予め 1 段階細いペンを選ぶとよい。
　着色の手順としては、基本的に下にあるものから順に
塗っていく。本論文では、脚の肌色、下スカート、上ス
カートの順で行った。まず、脚の肌色、下スカートの下
地塗りを行う。脚の肌色はマゼンタ 70% とレモンイエ
ロー 30% を混色した水彩絵の具全体を 10% とすると、
水を 90% の割合で混合して薄塗りにし、下スカートは
ブラックの水彩絵の具 40% に対し、水を 60% の割合で
混合してやや厚塗りにした。
　厚塗りによって隠れた線は、再度ドローイングペンで
描き起しを行った。

2.2.2　影付け
　アイテムや人物を立体的に表現し、アイテムのデザイ
ンを際立たせるために、下地の上から陰影を重ね描きす
る影付けを行う。物質は、光をあてた時、その明度の差
によって明暗が生まれ、それを表現することで、平面的
な絵に立体感が生じる。日常生活においては光源が一つ
ではなく、多くの光とその反射によって物質が立体的に
浮き上がって見えるが、デザイン画では情報伝達力を上
げるために光源を整理し、光を一方向に統一する。それ
により、陰影の見え方が単純化し、学生が手軽に扱える
色鉛筆を使用して決まったポイントに影を描くことに
よって、手軽にスピーディに、かつ立体的な表現が可能
になっている。

（1）影の色の選択
　影の色は下地の色の同系色の中で、下地の色よりも暗
い色を選ぶとよい。また、いずれの下地にも合う影の色
としては、無彩色のグレー、黒がある。

図3　影ができる場所
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（2）影付けの場所
　光源を右上一方向に設定した場合、影ができる場所は
大きく分けて以下の 3 つに分類される。
①輪郭にできる影で、形全体の左下側にできる。
②パーツが重なった際に、重なりの下部分にできる影。
③�シワの線の左下側にできる影で、深いシワほど太い影

になる。
　本論文では、色鉛筆を使用して先述の 3 種類の影を上
スカート、下スカートそれぞれに施し、計 6 段階の影
を、順を追って入れていった。具体的な影ができる場所
については、図 3 に示す。なお、①〜③の下スカートに
新たに入れる影は赤で示し、④〜⑥の上スカートに新た
に入れる影は青で示す。

2.3　テキスタイル表現
　上スカートの左右脇はレースの編み地が後ろへ向かっ
て大きく回り込んでいくことが観察できたため、色鉛筆
で描く際は斜線をカーブさせて描いた。同様に襞の部分
もテキスタイルがよれて奥へ入り込んだり、手前にせり
出してくる様子をカーブ線で表現した。また、観察した
左右端の手前と後ろのレースが重なる部分、シワや襞部
分のテキスタイルが重なった部分についても、斜線を重
ね描きして濃くなって見えるようにした。
　刺繍は下向きにカーブした裾線に平行に配置するが、
スカートのフレアの襞やギャザーなどのシワによって、
その配置が影響されることはなく、円錐形の表面上の柄
のように、連続したパターンとして描いた。（図 4）

2.4　考察
　アイテムのデザイン情報となる輪郭線や構造線などを
明確に描き、写真ではつぶれて見えないチュールレース
の素材感、構造線、刺繍など、透けるテキスタイルの重
ね着による見え方に特徴的なポイントをはっきりと表現
することで、デザインの伝達力を高めることができた。

（図 5）

3. アイテム画の表現
3.1　下スカートの描き方
　輪郭、しわの線をペン入れし、水彩絵の具で布地に近
いグレーを混色し、40% の水彩絵の具に対し水を 60%
程度加え、下が透けない濃度で下地塗りする。下地が乾
いたら絵の具が重なって見えなくなったり、薄くなった
ペンの線をドローイングペン 0.05㎜で描き起しを行う。
　結果、陰影がなくフラットで、色と形のみが分かるデ
ザインの伝わりやすい画に仕上がった。（図６）

3.2　上スカートの描き方
　アイテム画は線のみで表現していく画なので、制作は
線表現に適したドローイングペンと、色鉛筆の２種類の
画材を使用して行う。
ドローイングペンも色鉛筆も、編地をフリーハンドで出
来るだけ等間隔に一本線で描く場合、どうしてもわずか
にぶれたり曲がったりするが、むしろ直線では出せない
テキスタイルの柔らかさを表現することが出来る。斜線
が大きく曲がることを防止するため、8㎜間隔程度に薄
く案内線を鉛筆描きしておくとよいであろう。

図4　テキスタイル柄表現 図5　デザイン画としてアレンジしたモデル着装表現
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　ここでは、重要なデザイン情報であるチュールレース
の編地の表現を、学生に身近な画材を使用して、いかに
表現していけばより視覚伝達効果が高まるかを検討する
ため、ドローイングペン、色鉛筆、とドローイングペ
ン、色鉛筆を合わせて使用した場合で制作を行った。制
作したサンプルを図 7 に示す。

（1）ドローイングペンの場合
　まず、紺色のドローイングペン 0.1㎜で輪郭線を描く。
次に網目状にすき間が空いた編地を簡略化して斜線（角
度 45 度、1㎜間隔）が交差するように紺色のドローイン
グペン 0.05㎜で描く。刺繍部分は、編地を描いた上から
鉛筆で薄く下描き後、ドローイングペン 0.05㎜を使フ用
してフリーハンドで描く。ウエストゴム部分に発生する
ギャザーの線は、ドローイングペン 0.1㎜で跳ねる線、
またはカタカナの「ノ」の字状にカーブしてはらう線で
描く。
　結果、刺繍部分がしっかりと描き出せたが、目立たせ
たくない編地について、一番細い 0.05㎜を使用して描い
てもはっきり隅々まで網目が目立ち、刺繍と編地両方が
競合するうるさいイメージに仕上がった。

（2）色鉛筆の場合
　（1）と同様の画を一本の色鉛筆で描いていくため、筆
圧の強弱によって太さを加減する。輪郭は強い筆圧によ
る濃くはっきりとした太い線で描き、編地は弱い筆圧に
よる薄く細い斜線で、均一に描いていく。編地の上から
刺繍部分を重ね描きする。これはモチーフがはっきり見
えるように、細いながらも濃く描きたいので細く削った
筆先を立て、筆圧を加えながら描くように心掛ける。
ギャザーの線は、強い筆圧でドローイングペン同様跳ね
る線、またはカタカナの「ノ」の字状にカーブしてはら
う線で描く。
　結果、色鉛筆はドローイングペンに比べ、全体に薄く
柔らかい印象である。実物は編地がそれほど目立たない
ため色鉛筆で描くとイメージに近いが、刺繍部分につい
ては編地より多少濃く描いたものの、編地と同化してぼ
んやりとした仕上がりになった。

（3）画材を組み合わせたアイテム画表現の考案
　編地に色鉛筆を、刺繍部分にドローイングペンを使用
して制作を行った。
　まず、紺色のドローイングペン 0.1㎜で輪郭線を描き、

図6　下スカートの写真（左）とアイテム画（右）

図7　上スカートのアイテム画
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編地は色鉛筆を使用して、弱い筆圧による薄く細い線で
全体を均一に埋められるように描く。刺繍部分は、編地
を描いた上から鉛筆で薄く下描き後、ドローイングペン
0.05㎜を使用してフリーハンドで描く。ウエストゴム部
分に発生するギャザーの線は、ドローイングペン 0.1㎜
で跳ねる線、またはカタカナの「ノ」の字状にカーブし
てはらう線で描く。
　結果、ブロードのグレーの絵の具の下地の上に色鉛筆
で編地を描く場合、下地塗りなしで描く場合と比べて
はっきりと濃く描けることが分かった。逆にドローイン
グペンは絵の具の下地の上にインクがのりにくく、描き
づらいことが多かったが、画材の使い分けによる線の濃
淡差が編地と刺繍を明瞭に区別でき、分かりやすい仕上
がりとなった。

3.3　�下スカートに上スカートを重ねた場合（平置き）
の描き方

　上スカートのウエストゴムが下スカートのそれの上に
重なって下を隠しているため、上スカートのウエストゴ
ム、下に見えている下スカートの輪郭の順にペン入れす
る。次にウエストゴム、下スカートをそれぞれ下地塗り
した。チュールレースは 3.2 の結果により、編地に色鉛
筆、刺繍部分にはドローイングペンを使用して描いた。
ブロードのグレーの絵の具の下地の上に色鉛筆で編地を
描く場合、下地なしで描く場合と比べてはっきりと濃く
描けることが分かった。逆にドローイングペンは絵の具
の下地の上にインクがのりにくく、描きづらいことが多
かったが、画材の使い分けによる線の濃淡差が編地と刺
繍を明瞭に区分でき、分かりやすい仕上がりとなった。

（図８）

3.4.　考察
　素材の見え方を観察し、それのイメージに近い仕上が
りを想定して画材を使い分けたところ、デザイン情報も
より伝わりやすい結果が得られた。

4.　下地塗り用画材のアレンジについて
（1）水彩絵の具による下地塗り
　チュールレースの下地塗りの筆の運びによって、下ス
カートの絵の具が多少溶け出し、ムラのある仕上がりと
なった。初心者である学生にとっては筆圧の力加減や筆
に含ませる水分量などのコントロールが難しいと考えら
れる。

（2）パステルによる下地塗り
　下スカートの下地塗りの表面の凹凸による影響で少々
ムラが出るが、指や綿棒でこすることにより粒子が細か
く下地になじみ、概ねきれいに仕上がった。さらに、パ
ステルの粉末を定着させるためのスプレーを塗布するこ
とによって、後に刺繍柄をドローイングペンで描いてい
く際、水彩絵の具の下地の上に描くよりも格段に描きや
すく感じた。

（3）色鉛筆による下地塗り
　下スカートの下地塗りの表面の凹凸による影響がパス
テルよりも出やすく、少々粗い仕上がりとなった。これ
は色鉛筆が硬質で粒子がつぶれにくいため凹面に入りに
くく、凸面にのみ塗布されるためと考えられる。防止策
としては下地塗りを水分を多めにした薄塗りにする方法
がある。

（4）�学生指導におけるチュールレースの下地塗り用画材
のアレンジ方法の検討

　3 種類のいずれの下地も、下スカートの下地塗りのグ
レーに薄い紺色がプラスされ、透けたテキスタイルが重

図8　下スカートに上スカートを重ねた場合の写真（左）とアイテム画（右）
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なることにより、下にはいたスカートが透けて見える状
態が効果的に分かる仕上がりになった。基本的な表現が
習得できた学生については、チュールレースの下地塗り
用画材のアレンジ方法として、本論文で制作したサンプ
ル（図９）を紹介し、表現方法を指導していくことも可
能であると考えた。

Ⅳ．講義における実践と評価
　2015 年 9 月 17 日に行ったコラボレーション授業

「ファッションイラストレーション 2015」内の着色技法
の授業において、透けるテキスタイル表現の講義と、そ
の講義内容に関するアンケート行った。まず水彩絵の具
の特徴、うす塗り、影付け方法に関する講義、実習を
行った後に、その応用編という形で、透けるテキスタイ
ル表現の講義、実習を行った。受講生は、文化学園大学
の学生（1 〜 4 年生）24 名である（女子学生 19 名、男
子学生 5 名）。うち、ファッションデザイン画を描きは
じめて 1 年未満の学生は 10 名、ファッションデザイン
画を描いたことのない学生は、6 名であった。

1.　講義の方法
　表現する対象となる、上スカートに下スカートを重ね
た状態でトワルに着装した実物を提示し、同アイテムの
モデル着装写真コピーを各学生に配布した上で、アイテ
ムのデザインポイントを説明し、実物通りのボディバラ
ンスで写実的に表現した画を提示して、写真をそのまま
描くと、先に説明したデザインポイントが充分に伝わら

ない画になるため、それらの情報が伝達可能となるデザ
イン画の表現方法を講義するという主旨を説明した。
　学生に上スカートに下スカートを重ねた状態のモデル
着装の線画のプリントを配布し、下記 2.1 に述べる講義
内容のプロセスを書いた板書を読み上げながら方法を説
明した後で、プリントと同様の線画を１m に拡大した
図を提示して、下記 1.1（1）〜（7）のプロセスごとの師
範を行って見せ、その後学生が実習する形式で講義を
行った（図 10）。プロセスは以下の通りである。（　）
内は解説と学生が作業に要した時間である。

（1）	 脚の肌色と下スカートの下地を、水彩絵の具を使用
してうす塗りし、上に重なったチュールレースの表
現を描き加えやすい下地を作る。（15 分間）

（2）	 脚の肌色と下スカートの下地の上に、下地の色より
も 1 段階暗い色の色鉛筆を使用して影付けを行う。

（5 分間）
（3）	 上スカートの下地を、学生が任意で選択した色鉛筆

でうすく塗る。（5 分間）
（4）	 上スカートの編地を、表現する下地と同色の色鉛筆

を使用して、斜線が交差する形に単純化して表現す
る。（10 分間）

（5）	 上スカートの刺繍の柄の大きさ、間隔等の規則性を
解説した上で、鉛筆でうすく下描き後、下地と同色
の色鉛筆を使用して刺繍を描く。（20 分間）

（6）	 上スカートのシワを、表現する下地と同色の色鉛筆
を使用して描く。（5 分間）

（7）	 上スカートの影付けを表現する下地の色よりも１段

図9　チュールレースの下地塗り用画材のアレンジの提案
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階暗い色の色鉛筆で陰影表現をする。（5 分間）
　学生が制作した作品の一例を図 11 に示す。

2.　受講生による評価と考察
　講義終了後に、実習に対する感想について受講生にア
ンケート（図 12）を行い、5 段階評価（図 13）を得た。
以下に回答内容を報告する。

（1）プロセスについて
　　�　24 名 中、10 名 (42%) が よ く 理 解 で き た、11 名

（46%）が理解できた、と評価し、全体の 88% の学
生から良い評価を得ることができた。

（2）肌（脚）と下スカートの下地塗りについて
　　�　水彩絵の具の濃度は、筆者が制作したサンプルの

下地の濃度が水 60% 程度でやや濃く、ブロードに
近い質感は出せたものの、その後に行った色鉛筆に
よるチュールレースの下地塗りが困難であったた
め、学生には水 90% を混入するように指示した。
結果、全体の 83% の学生ができたと答え、概ね良
い評価と言える。

（3）肌（脚）と下スカートの影付け実習について
　　　全体の 79% の学生から良い評価を得られた。

（4）上スカートの下地塗り実習について
　　�　Ⅳ 4.2 で著者が上スカートの下地塗り用の画材を

水彩絵の具、パステル、色鉛筆の 3 種類でサンプル

制作し、比較検討を行った結果、色鉛筆は下スカー
トの水彩絵の具による下地塗りを水分多めの薄塗り
にすることで、上スカートの下地塗りが手軽にきれ
いに仕上がると判断できたため、今回の講義では色
鉛筆を使用した。色鉛筆の色に関してはあえて指定
せず、学生に任意選択させた。

　　�　結果、あまりよくできなかったは 2 名（8%）で、
その理由としては、「均一に塗れなかった」が 1 名、

「下が透けない濃さになってしまった」が 1 名で
あった。絵の具の下地塗りの上に色鉛筆を重ね塗り
する作業は、筆圧や色鉛筆の濃度、下地への隠蔽率
などを初心者である被験者が、予測できなかったた
めの結果であったと思われる。しかしこのような難
しい課題にも関わらず、全体の 75% の学生が満足
できる仕上がりになったのは評価できる結果であっ
た。

（6）上スカートの編地表現について
　　�　あまりよくできなかったと答えた 4 名（16%）の

理由としては、「均一な間隔で描けなかった」が 3
名、「線が太くなった」が 1 名であった。色鉛筆の
線の太さ調節や運筆のコントロールをしながら等間
隔、均一な斜線を描いていくのは難しい作業であっ
たと思われる。

（7）上スカートの刺繍表現について

図10　透けるテキスタイル表現の講義風景写真
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図11　透けるテキスタイル表現の講義を受けた学生の作品の一例

図12　透けるテキスタイル表現の講義に関するアンケート
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図13　透けるテキスタイル表現の講義に関するアンケート結果
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　　�　あまりよくできなかったが 7 名（16%）、できな
かったは 2 名（8%）で、理由としては「刺繍の形
が上手く描けなかった」が 7 名、「規則的に配置で
きなかった」が 2 名であった。複雑で細かい植物柄
を等間隔で描いていくのは初心者にとって困難な作
業であったと考える。今後指導する際は、参考資料
として刺繍の柄を大きく拡大した写真を提示する、
下描きを行ってから本描きを行うように指導する、
練習する時間を与える、など学生の講義に対する理
解、作業を補助する工夫がさらに必要であると考え
た。複雑な工程にもかかわらず、刺繍柄の規則性を
理解し、時間内に完成させることができた学生が
13 名（54%）もいたことは、予想外の結果であった。

（7）上スカートのシワの線、影付け実習について
　　�　あまりよくできなかった、できなかったは 0 名

で、この作業が下スカートの影付け（色鉛筆）にて
行ったものと同様の方法であっため、全体の 75%
学生が満足できる仕上がりになったと考えられる。

3.　実践と評価に対する考察
　透けるテキスタイルの見え方や、デザインポイントを
効果的に表現し、かつ学生が扱いやすい画材の簡便な表
現方法を考案し、講義において実践した結果、作業工程
の解説に対する学生の理解度、実習してみての感想や、
難しさを感じる箇所が、提出された作品とアンケートの
回答によって浮き彫りとなった。それによって、特に刺
繍の柄を連続的に配置する方法については、今後補助教
材や、指導方法の改善、工夫が必要であることが判明し
た。

Ⅴ．まとめ
　透けるテキスタイルを、デザイン画として表現するう
えで必要なポイントを整理して見本を作り、そのプロセ
スを画像として記録したことで、デザイン画の実習授業
に使用する新しい教材を作ることができた。また、この
教材を用いて指南することにより、これまで以上に具体
的でわかりやすい指導方法が明らかとなった。今回の経
験を、今後の教育活動にさらに活用していきたいと考え
る。
　また、透ける程度や素材感の異なる様々な種類のテキ
スタイルの表現方法についても検討を進め、教材開発に
関する研究に繋げていきたい。
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